
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本展のパネル資料は、公益財団法人東京都慰霊協会の提供によるものです（関東大震災100年事業特別展）。 
なおパネル資料は、東京都慰霊協会の依頼により本学建築学部の内田青蔵特任教授・姜明采特別助教（ともに非
文字資料研究センター研究員）が中心となって作成したものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

【お問い合わせ】 
         神奈川大学日本常民文化研究所非文字資料研究センター 
         電話：045-481-5661（代） 
         メール：himoji-info@kanagawa-u.ac.jp 
 

2023年9月1日は、関東大震災の発生から100年を迎えます。関東大震災は死者

10万人・住居焼失者200万人を超える大災害でした。その復興において、新しい住宅

供給の中心的な役割を果たしたのが財団法人同潤会です。 

今回の企画展では、同潤会アパートメント事業と分譲住宅事業を中心に紹介します。

これらの住宅事業によって、現在のわれわれの住宅における原型が誕生しました。 

同潤会の住宅事業がどのように展開されたのか。また、その過程においてどのような

理念があったのか。それらを通して、現在から未来に向けて、われわれの住宅のあり方

について考える契機となれば幸いです。 
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